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(57)【要約】
【課題】
軟質基材表面に形成されたプライマー層の表面にスルホ
ン酸基を含む親水性塗料を塗布した場合、基材の影響で
親水成分が表面に偏析しない場合があり、高度に親水化
した表面をもつ軟質の複合基材を安定して製造すること
が困難であった。
【解決手段】　
　親水成分と、造膜成分と、溶媒と、揮発性造膜成分を
含有しており、親水成分は少なくとも一つのスルホン酸
基と、一つのエチレン性不飽和基を有しており、造膜成
分は分子内に少なくとも一つのエチレン性不飽和基を有
し、溶解性パラメータ（ＳＰ値）が２２（ＭＰａ／ｃｍ
３）１／２以下、かつ粘度３００ （ｍＰａ・ｓ）以上
（２５℃条件）であり、前記溶媒はＳＰ値が２３．５（
ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以上、または相対蒸発速度が１
．０ 以上を満たす溶媒であることを特徴とする親水性
のコート剤。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　親水成分と、造膜成分と、溶媒と、揮発性造膜成分を含むコート剤において、
　前記親水成分は少なくとも一つのスルホン酸基と、一つのエチレン性不飽和基を有して
おり、
前記造膜成分は分子内に少なくとも一つのエチレン性不飽和基を有し、溶解性パラメータ
（ＳＰ値）が２２（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以下、かつ粘度３００ （ｍＰａ・ｓ）以上
（２５℃条件）であり、
前記溶媒はＳＰ値が２３．５（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以上、または相対蒸発速度が１．
０ 以上であることを特徴とする、コート剤。
【請求項２】
前記エチレン性不飽和基は、ビニル基、アクリロイル基、メタクリロイル基から選ばれる
少なくともいずれか１種であることを特徴とする請求項１に記載のコート剤。
【請求項３】
前記揮発性造膜成分は以下の化学式１または化学式２で表わされることを特徴とする請求
項１又は２に記載のコート剤。
【化１】

【化２】

（式中Ａ’は、水酸基、モルホリノ基、フルフリル基、アミド基のいずれかの親水性基を
表す。ＢはＨ、ＣＨ３のいずれかを表す。Ｒ’は炭素数１～５の脂肪族炭化水素であり、
フェニレン基、エステル基、エーテル基のいずれかを含んでいても良い。）
【請求項４】
　軟質基材の表面にプライマー層が形成された基材において、
前記基材表面に請求項１～３のいずれか一項に記載のコート剤を塗布し硬化することによ
りコーティング層が形成された複合材。
【請求項５】
前記プライマー層は、熱硬化性樹脂であることを特徴とする請求項４に記載の複合材。
【請求項６】
前記プライマー層は、イソシアネート系硬化剤又はカルボジイミド系硬化剤を含んでおり
、前記熱硬化性樹脂は、水酸基、カルボキシル基の少なくともいずれか１種の官能基を有
することを特徴とする請求項５に記載の複合材。
【請求項７】
前記熱硬化性樹脂は、アクリル系樹脂を主鎖とすることを特徴とする請求項４～６のいず
れか一項に記載の複合材。
【請求項８】
水回りで用いられることを特徴とする請求項４～７のいずれか一項に記載の複合材。
【請求項９】
浴室用床であることを特徴とする請求項８に記載の複合材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(3) JP 2014-218612 A 2014.11.20

10

20

30

40

50

【０００１】
　本発明は、コート剤に係わり、特に浴室床などの軟質基材に好適なコート剤及び複合材
に関する発明である。
【背景技術】
【０００２】
　　浴室用床材の清掃性および速乾性を高めるためには、その表面を親水化処理する技術
が知られている。親水化処理としては、表面に凹凸部を形成する物理的処理や、親水性材
料を被覆して親水性表面を形成する化学的処理がある。
【０００３】
　　物理的処理としては、凹凸部を有する浴室用床材を、湿式ホーニング加工や凹凸を設
けた成形型を用いて形成する技術が特許文献１（特開２００３－２１３８９７号公報）に
開示されている。このような場合は、凹凸部への汚れが蓄積してしまうおそれがあった。
【０００４】
　　化学的処理としては、親水性材料を含む組成物を塗布し、コーティング層を形成する
技術が特許文献１，２に開示されている。特許文献１には、親水性基を有するポリマーと
溶媒とから構成される親水化剤を浴室用床材に定期的に塗布もしくは吹き付けてメンテナ
ンスする方法が開示されている。ここで親水化剤に含まれるポリマーとしては、シラノー
ルを有するポリシロキサンが記載されている。また、特許文献２（特開２００３－７４１
７４号公報）には、コロイダルシリカを浴室床面、特に排水溝内に塗ることで、撥水性の
素材の表面を親水化させることが記載されている。この場合も、アルカリ浸漬や使用など
による劣化で、シラノール基が水アカと結合し、水アカ清掃面で問題があった。
【０００５】
　　親水成分としてスルホン酸基を有するコーティング層が表面に形成された水まわり複
合材が特許文献３（特開２０１０－５３３０５号公報）および特許文献４（特開２０１０
－５２３９４号公報）に開示されている。特許文献３、４には、アクリル系または不飽和
ポリエステル表面を有する基材に対して、スルホン酸基を有するアクリル系樹脂からなる
コーティング層を備えた複合材が記載されている。スルホン酸基を用いた複合材表面では
、親水性かつ易清掃性を備えた表面を提供できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－２１３８９７号公報
【特許文献２】特開２００３－７４１７４号公報
【特許文献３】特開２０１０－５３３０５号公報
【特許文献４】特開２０１０－５２３９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　　親水性を高めるために、スルホン酸基を有する親水成分を含むコート剤を適用してコ
ーティング層を形成することが好ましい。さらに親水性を高めるためには、コーティング
層の表面のスルホン酸基濃度を高めることが有効である。
【０００８】
　また、基材として軟質基材を用いた場合、軟質基材の表面にコート剤を塗布しコーティ
ング層を形成する場合には、レベリング性や、密着性が低いため、軟質基材表面にコーテ
ィング層を形成するのは難しい。よって、レベリング性や密着性を向上させるために軟質
基材上にプライマー層を設けるのが好ましい。
【０００９】
しかしながら、プライマー層の表面にコーティング層を形成する場合、プライマー層のブ
リードアウトや溶媒の含浸などの影響によって、コーティング層の表面にスルホン酸基が
偏析しにくくなる。これにより表面のスルホン酸基濃度が低下することで親水性が低下し
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【００１０】
　　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、コート剤に含まれる造膜成分及び
、溶媒として特定のものを用いることで、基材として表面にプライマー層が形成された軟
質基材を用いた場合において、親水性を示すことが可能なコート剤を提供することを目的
とする。さらに、基材表面にコート剤を用いて形成されるコーティング層において、基材
の影響を抑制し、スルホン酸基をコーティング層の表面に偏析させることで、親水性を示
すことが可能な複合材を提供できることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　　本発明において、コート剤は、親水成分と、造膜成分と、溶媒と、揮発性造膜成分を
含んでおり、親水成分は少なくとも一つのスルホン酸基と、一つのエチレン性不飽和基を
有しており、造膜成分は分子内に少なくとも一つのエチレン性不飽和基を有し、溶解性パ
ラメータ（ＳＰ値）が２２．０（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以下、かつ粘度３００ （ｍＰ
ａ・ｓ）以上（２５℃条件）であり、溶媒は溶解性パラメータ（ＳＰ値）が２３．５（Ｍ
Ｐａ／ｃｍ３）１／２以上、または相対蒸発速度が１．０ 以上であることを特徴とする
。
【００１２】
　　本発明によれば、基材として表面にプライマー層が形成された軟質基材を用いた場合
において、本発明のコート剤を塗布し硬化させることで形成されるコーティング層の表面
にスルホン酸基を偏析させることが可能となる。また、この親水成分のスルホン酸基がコ
ーティング層表面に存在することによって親水性を示すコーティング層を形成することが
可能となる。この理由としては以下のように考えているが、本発明はこれに何ら限定され
るものではない。コーティング層を形成するためのコート剤を基材表面に塗布し硬化させ
る工程において、基材として表面にプライマー層が形成された軟質基材を用いた場合、基
材の影響（例えば（１）表面エネルギー、（２）基材への含浸、（３）基材からのブリー
ドアウト、などの複合要因）を受けて、化合物のコーティング層表面への偏析が阻害され
ると考えた。そこで、造膜成分のＳＰ値を２２（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以下とし、加熱
工程で化合物を効率よく表面に偏析させることが可能となると考えた。さらに造膜成分の
粘度を３００ （ｍＰａ・ｓ）以上（２５℃条件）とすることで、親水成分に対して拡散
律速で生じる基材からのブリードアウトやコート剤の基材への含浸の影響を抑制すること
ができると考えた。また、溶媒のＳＰ値を２３．５（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以上とする
ことでコート剤の加熱工程で親水成分を効率よく表面に偏析させることができる。もしく
は、溶媒の相対蒸発速度を１．０ 以上とすることで、加熱工程において迅速に溶媒が揮
発することが可能となり、基材へのコート剤の含浸や、基材からのブリードアウトといっ
た基材の影響を抑制することが可能となる。
【００１３】
　　また、本発明では、親水成分、造膜成分が有するエチレン性不飽和基は、ビニル基、
アクリロイル基、メタクリロイル基の少なくともいずれか１つであることが好ましい。こ
れにより、硬化工程において、短時間に重合硬化させることができる。そのため、加熱工
程において溶媒の揮発による親水成分と造膜成分の相分離後に親水成分が表面偏析した不
安定（非平衡）な状態を短くすることができる。よって、製造安定性が向上することが可
能となる。
【００１４】
　また、本発明では、揮発性造膜成分は化学式１、化学式２であることが好ましい。
【００１５】
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【化１】

【００１６】
【化２】

（式中Ａ’は、水酸基、モルホリノ基、フルフリル基、アミド基のいずれかの親水性基を
表す。ＢはＨ、ＣＨ３のいずれかを表す。Ｒ’は炭素数１～５の脂肪族炭化水素であり、
フェニレン基、エステル基、エーテル基のいずれかを含んでいても良い。）
【００１７】
　本発明によれば、揮発性造膜成分を上記のようにすることで、親水成分と十分に相溶す
ることができる。よって、コート剤を加熱する際、親水成分はコーティング層の表面に偏
析し、コーティング層表面に均一に分散することができる。また、コーティング層中に残
存した揮発性造膜成分は、コーティング層を硬化させる際、親水成分及び造膜成分と容易
に重合することができるので、コーティング層中に未反応の揮発性造膜成分が残存するこ
とはなく、コーティング層から揮発性造膜成分の溶出等による親水性が低下することを防
ぐことができる。
【００１８】
　　本発明において、複合材は、軟質基材の表面にプライマー層が形成された基材を用い
ることが好ましい、さらに、基材表面にコート剤を塗布し硬化することによりコーティン
グ層が形成されていることが好ましい。軟質基材の表面にプライマー層を設けることで、
コーティング層が密着困難な基材に対しても強固に密着したコーティング層を形成するこ
とが可能となる。
【００１９】
　　さらに本発明では、プライマー層は熱硬化性樹脂であることが好ましい。これにより
、コーティング層を基材表面に強固に形成することが可能となる。
【００２０】
　　さらに本発明では、プライマー層は、イソシアネート系化合物又はカルボジイミド系
化合物を含んでおり、熱硬化性樹脂は、水酸基、カルボキシル基の少なくともいずれか１
種の官能基を有する。これにより、プライマー層を低温条件（例えば、80～100℃）で硬
化できるため、軟質基材が熱により変形することなくプライマー層を形成することが可能
となる。
【００２１】
　　さらに本発明では、熱硬化性樹脂はアクリル系樹脂を主鎖とすることが好ましい。こ
れにより、基材とコーティング層のレベリング性を上げ、より強固な密着を可能となる。
【００２２】
また、本発明の複合材は、水回り物品の表面に好適に使用することができる。ここで、水
回り物品とはトイレや浴室、キッチン、洗面化粧台等に使われる部材を指し、例えば浴室
壁材、浴室床材、便座、温水洗浄便座が挙げられるが特にこれらに限定されない。
【００２３】
水回り物品は、定期的に水や油汚れ、屎尿に曝露されるが、アニオン性親水基を有した本
発明のコート剤を塗布し、コーティング層を形成することで、汚れや水垢の固着を防ぐこ
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とができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、基材としてプライマー層が形成された軟質基材を用いた場合でも、基
材の影響を抑制し、スルホン酸基をコーティング層の表面に偏析するため、高度に親水性
を示すことが可能なコート剤を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施例１～５及び比較例１～５に用いた造膜成分のＳＰ値と粘度を示し
た図である。
【図２】本発明の実施例１～５及び比較例１～５の造膜成分を変化させて、アクリル板上
及び基材上に製膜した表面の水接触角を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下に本発明を実施するための形態を詳細に説明する。
【００２７】
（コート剤）
　本発明のコート剤は、親水成分、造膜成分、溶媒、揮発性造膜成分を含む。
【００２８】
（親水成分）
　本発明の親水成分は、分子内にスルホン酸基と少なくとも一つのエチレン性不飽和基を
有する化合物である。
【００２９】
　親水成分としては、化学式３または化学式４で表わされるものが好ましい。式中ＡはＨ
、ＣＨ３のいずれかを表す。Ｒは炭素数２～２０の脂肪酸炭化水素基を表し、なお且つフ
ェニレン基、脂肪族環状基、エーテル基、またはエステル基を含んでいても良い。Ｍは水
素、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、アルカリ土類金属イオンのいずれかを表
す。Ｍは、１価のアルカリ金属が好ましく、ナトリウム、カリウム塩が特に好ましい。
【００３０】
【化３】

【００３１】
【化４】

【００３２】
化学式３で表される化合物の例としては、２－（（メタ）アクリロイルオキシ）エタンス
ルホン酸、３－（（メタ）アクリロイルオキシ）プロパン－１－スルホン酸、アクリルア
ミドターシャリーブチルスルホン酸のナトリウムまたはカリウム塩などが挙げられる。
【００３３】
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化学式４で表される化合物の例としては、メタリルスルホン酸、ｐ－スチレンスルホン酸
のナトリウムまたはカリウム塩、アルキルスルホコハク酸アルケニルエーテル塩、ポリオ
キシエチレン（メタ）アクリレート硫酸エステル塩、アルキルスルホコハク酸アルケニル
エステル塩、グリセロール‐１‐アリル‐３‐アルキルフェニル‐２‐ポリオキシエチレ
ン硫酸塩などが挙げられる。
【００３４】
親水成分として、特に好ましいのは（メタ）アクリロイルオキシ基を有した直鎖アルキル
スルホン酸及びその塩である２－（（メタ）アクリロイルオキシ）エタンスルホン酸、３
－（（メタ）アクリロイルオキシ）プロパン－１－スルホン酸である。これにより、造膜
成分と十分な反応性を有し耐久性の高いコーティング層を形成することができる。
【００３５】
　コート剤に含まれる親水成分の量は、コート剤に含まれる造膜成分の量に対して、造膜
成分の重量を１としたときに、０．１４以上２．２以下含まれることが好ましい。０．１
４以上とすることで、高度な親水性を有したコーティング層を形成することができる。ま
た、２．２以下とすることで、乾燥工程において、親水成分の凝集を抑制することができ
、透明度の高いコーティング層を形成することができ、さらには、アルカリに対して十分
な耐久性を有するコーティング層を形成することができる。
【００３６】
（造膜成分）
　本発明の造膜成分は、分子内にエチレン性不飽和基を少なくとも二つ以上有する化合物
である。
【００３７】
造膜成分のエチレン性不飽和基としてはアクリロイル基、メタクリロイル基、ビニル基の
いずれか一種であることが好ましい。
【００３８】
　造膜成分の分子量は、２００以上であることが好ましい。また、造膜成分は複数の種類
を混合して用いても良い。
【００３９】
造膜成分として好ましい化合物としては、（メタ）アクリレートモノマー（オリゴマー）
や、そのウレタン変性物であるウレタン（メタ）アクリレートモノマー（オリゴマー）、
エポキシ変性物であるエポキシ（メタ）アクリレートモノマー（オリゴマー）が挙げられ
る。
【００４０】
（メタ）アクリレートモノマー又はオリゴマーとしては、例えば、プロポキシ化エトキシ
化ビスフェノールＡジアクリレート、エトキシ化ビスフェノールＡジアクリレート、ポリ
グリセリンモノエチレンオキサイドポリアクリレート、ポリグリセリンポリエチレングリ
コールポリアクリレート、プロポキシ化ビスフェノールＡジアクリレート、エトキシ化グ
リセリントリアクリレート、エトキシ化ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジト
リメチロールプロパンテトラアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、
ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ジペンタエリスリトールポリアクリレート
、等が挙げられる。
【００４１】
また、エチレン性不飽和基を二つ以上有するウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーと
しては、例えば、１－（５－｛２－［６－（６－アクリロイルオキシヘキサノイルオキシ
）ヘキサノイルオキシ］エチル｝ペンタ５－ノイルオキシ１－カルバメート）－３－（５
－｛２－［６－（６－アクリロイルオキシヘキサノイルオキシ）ヘキサノイルオキシ］エ
チル｝ペンタン５－ノイルオキシ１－カルバメートメチル）－３，５，５－（トリメチル
）シクロヘキサン、１－（５－｛２－［６－（６－アクリロイルオキシヘキサノイルオキ
シ）ヘキサノイルオキシ］エチル｝ペンタン５－ノイルオキシ１－カルバメート）－３－
（５－｛６－［２－（６－アクリロイルオキシヘキサノイルオキシ）エチル］ヘキサ１，



(8) JP 2014-218612 A 2014.11.20

10

20

30

40

50

６－ジノイルオキシ｝ペンタン　５－ノイルオキシ１－カルバメートメチル）－３，５，
５－（トリメチル）シクロヘキサン、１－（５－｛６－［２－（６－アクリロイルオキシ
ヘキサノイルオキシ）エチル］ヘキサ１，６－ジノイルオキシ｝ペンタン５－ノイルオキ
シ１－カルバメート）－３－（５－｛２－［６－（６－アクリロイルオキシヘキサノイル
オキシ）ヘキサノイルオキシ］エチル｝ペンタン５－ノイルオキシ１－カルバメートメチ
ル）－３，５，５－（トリメチル）シクロヘキサン、１－（５－｛６－［２－（６－アク
リロイルオキシヘキサノイルオキシ）エチル］ヘキサ１，６－ジノイルオキシ｝ペンタン
５－ノイルオキシ１－カルバメート）－３－（５－｛６－［２－（６－アクリロイルオキ
シヘキサノイルオキシ）エチル］ヘキサ１，６－ジノイルオキシ｝ペンタン　５－ノイル
オキシ１－カルバメートメチル）－３，５，５－（トリメチル）シクロヘキサンが挙げら
れる。
【００４２】
　造膜成分のＳＰ値は２２.０（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以下であることが好ましい。ま
た、造膜成分のＳＰ値は１９．５（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以上であることがさらに好ま
しい。なお、ＳＰ値はＦｅｄｏｒの推算式により化学構造から算出し求めることが可能で
ある。Ｆｅｄｏｒの推算式を下記式に示す。
　δ＝（ΣＥｃｏｈ／ΣＶ）１／２

ΣＥｃｏｈは造膜成分の凝集エネルギー、ΣＶは造膜成分のモル分子量を示す。
【００４３】
造膜成分のＳＰ値をこのようにすることで、コート剤を基材に塗布した後に生じる基材か
らのブリードアウトやコート剤の基材への含浸を抑制することが可能となり、かつ溶媒の
乾燥過程において親水成分を効率よくコーティング層表面に偏析することができる。
【００４４】
　　造膜成分は粘度が２００ （ｍＰａ・ｓ）以上（２５℃条件）である化合物であるこ
とが好ましい。さらに好ましくは４００ （ｍＰａ・ｓ）以上である。なお、粘度はＢ型
粘度計によって求めることが可能である。
【００４５】
　　造膜成分の粘度をこのようにすることで、コート剤を基材に塗布した後に拡散律速に
よって生じる基材からのブリードアウト物による親水成分のコーティング層表面への偏析
阻害を抑制することができる。
【００４６】
造膜成分は、コート剤に１５重量％以上、４０重量％以下含まれることが好ましい。これ
により、造膜成分をコート剤中に均一に溶かし、さらに基材に対して効率よく造膜成分を
塗着することができる。
【００４７】
　（溶媒）
　　本発明のコート剤は、基材への濡れ性向上や塗料の粘度を調整するために溶媒を使用
することが好ましい。
【００４８】
溶媒は、コーティング層を形成する加熱工程で、親水成分の表面偏析と基材から受ける影
響の観点から、ＳＰ値が２３．５（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以上または相対蒸発速度が１
．０ 以上、好ましくはＳＰ値が２３．５（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以上または相対蒸発
速度が２．０ 以上、さらにはＳＰ値が２３．５（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２以上または相
対蒸発速度が３．０ 以上の範囲を満たしていることが好ましい。これにより、親水成分
と造膜成分と揮発性造膜成分との相溶性を向上させることができる。なお、ＳＰ値は造膜
成分と同様の方法で求めることが可能である。
【００４９】
　　上記を満たす溶媒として、例えば、メタノール、エタノール、ＩＰＡ（イソプロパノ
ール）等のアルコール類、メトキシエタノール等のセロソルブ類、アセトン等のケトン類
が挙げられるが、特にこれに限定されない。また、溶媒は必要に応じて複数種類を混合し
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て用いても良い。
【００５０】
　溶媒として、最も好ましいのはメタノール、またはメトキシエタノールである。これに
より、親水成分、造膜成分、揮発性造膜成分を均一に相溶することが可能であり、さらに
基材から受ける影響を抑制して高度に親水化したコーティング層を形成することができる
。さらに加熱工程において、効率よく溶媒が揮発することができ、高度に親水成分をコー
ティング層表面に偏析することを可能とする。
【００５１】
溶媒は、コート剤に５０重量％以上、７５重量％以下含まれることが好ましい。これによ
り、親水成分、造膜成分、揮発性造膜成分をコート剤中に均一に相溶することが可能とな
る。さらに、基材に対してレベリング良くコート剤を塗布することができる。
【００５２】
（揮発性造膜成分）
　本発明の揮発性造膜成分は、親水成分よりも分子量が小さく分子内に一つのエチレン性
不飽和基と親水性基を有する揮発性の化合物であることが好ましい。ここで、揮発性の化
合物とは、沸点が２８０℃以下、より好ましくは２６０℃以下の化合物である。
【００５３】
　揮発性造膜成分としては、前述の化学式１又は化学式２で表わされる揮発性の化合物で
あることが好ましい。式中Ａ’は、水酸基、モルホリノ基、フルフリル基、アミド基のい
ずれかの親水性基を表す。ＢはＨ、ＣＨ３のいずれかを表す。Ｒ’は炭素数１～５の脂肪
族炭化水素であり、フェニレン基、エルテル基、エーテル基のいずれかを含んでいても良
い。
【００５４】
　揮発性造膜成分として、具体的には、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ヒドロ
キシプロピル（メタ）アクリレート及びその構造異性体、ヒドロキシブチル（メタ）アク
リレート及びその構造異性体、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、（メタ）
アクリロイルモルホリン、Ｎ－ビニルホルムアミド等が挙げられる。
【００５５】
　揮発性造膜成分としては、親水成分との相溶性の観点からヒドロキシメチル（メタ）ア
クリレートが好ましい。
【００５６】
　揮発性造膜成分の分子量は親水成分より小さければ特に限定されないが、５００以下が
好ましい。また、重合した際の強度を低下させずに揮発性を両立させるためには分子量が
１００以上２００以下の範囲が特に好ましい。
【００５７】
揮発性造膜成分は、コート剤に５重量％以上、２０重量％以下含まれることが好ましい。
５重量％濃度以上とすることによって、加熱工程において溶媒がすべて揮発後にも、揮発
性造膜成分の揮発によって親水成分を表面へ偏析する駆動力を残すことができ、親水成分
が凝集することで発生する白化を抑制することができる。２０重量％濃度以下とすること
によって、硬化工程において、アクリル耐久性をもつた強固なコーティング層を形成する
ことができる。
【００５８】
　（反応開始剤）
　　本発明のコート剤を重合させるために、コート剤に公知のラジカル重合開始剤、硬化
触媒、重合促進剤等の反応開始剤が親水性を阻害しない範囲で任意に加えられる。
【００５９】
　　本発明のコート材を放射線、例えば紫外線により共重合させる場合には公知の光重合
開始剤が使用される。
【００６０】
　好ましい光重合開始剤としては、例えばＢＡＳＦ社が提供するイルガキュアー６５１、
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イルガキュアー１８４、イルガキュアー５００、イルガキュアー２９５９、イルガキュア
ー１２７、イルガキュアー９０７、イルガキュアー３６９、イルガキュアー１３００、イ
ルガキュアー８１９、イルガキュアー１８００、イルガキュアーＯＸＥ０１、イルガキュ
アーＯＸＥ０２、ダロキュアー１１７３、ダロキュアーＴＰＯ、ダロキュアー４２６５等
が挙げられる。
【００６１】
　（任意成分）
　　その他の任意成分として、紫外線吸収剤、光安定剤、酸化防止剤、レベリング剤、消
泡剤、増粘剤、沈降防止剤や塗料の意匠性を制御する染料、顔料、艶消し剤などの各種添
加剤を塗料の親水性を阻害しない範囲で添加することができる。
【００６２】
　（コーティング層）
　　本発明のコート剤を基材表面に塗布し硬化することによって得られる塗膜である。
【００６３】
（基材）
　本発明の基材は、軟質基材と、その表面にプライマー層が形成されたものである。
【００６４】
（軟質基材）
軟質基材は、ヤング率１０００ＭＰａ未満を示すものであることが好ましい。さらに好ま
しくはヤング率２５０ＭＰａ未満を示すものが望ましい。これにより人が不快な硬さを感
じないようにすることが可能となる。
【００６５】
軟質基材はポリオレフィン系樹脂、ポリエーテル系樹脂、ゴム系樹脂のいずれかであるこ
とが好ましい。これらのうち好ましいのはポリオレフィン系樹脂である。これによって硬
化後の樹脂が弾性を有し、軟質な基材を得ることが可能となる。
【００６６】
　軟質基材はポリプロピレンであることがさらに好ましい。これによって耐薬品性、耐熱
性（１５０℃）、ヒンジ特性に優れた基材を得ることができる。
【００６７】
（プライマー層）
　プライマー層は、比較的低い温度（例えば、１５０℃以下）で硬化が可能な樹脂を用い
ることが好ましい。さらに好ましくは１２０℃以下で硬化が可能な樹脂を用いる。さらに
好ましくは９０℃以下で硬化が可能な樹脂を用いる。
【００６８】
このように低い温度で硬化可能な樹脂をプライマー層として用いることで、軟質基材の耐
熱温度以下でプライマー層を形成することができる。
【００６９】
　プライマー層はコーティング層との強固な密着性を得るため、主鎖がアクリル系樹脂や
ビニルアルコールを含むポリビニル系共重合体を用いることもできる。
【００７０】
　このように低温で硬化可能で、かつ主鎖がアクリルである樹脂としては、例えばポリ（
メタ）アクリポリオールが挙げられる。ポリ（メタ）アクリルポリオールとしては、例え
ばヒドロキシエチル（メタ）アクリレート等、（メタ）アクリル酸のジオールエステルを
含む（メタ）アクリル系樹脂共重合体や（メタ）アクリル酸を含む（メタ）アクリル系共
重合体が挙げられる。
【００７１】
　プライマー層の硬化方法としては、光重合開始剤、熱重合開始剤や硬化剤を用いること
ができる。光重合開始剤としてはアルキルフェノン系光重合開始剤が挙げられ、ＵＶを照
射することで硬化することができる。熱重合開始剤としては、アゾ重合開始剤やぺルオキ
シド重合開始剤が挙げられ、室温や１００℃程度の加熱で硬化することができる。また、
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硬化剤としてはイソシアネート系硬化剤、カルボジイミド系硬化剤、アミン系硬化剤、シ
ラノール系硬化剤が挙げられ、室温や１００℃程度の加熱で硬化することができる。この
中でも生産上の利便性から、常温でも硬化が進行可能なイソシアネート系硬化剤、または
カルボジイミド系硬化剤を利用するのが最も好ましい。
【００７２】
このなかでも、硬化剤を用いることが好ましい。この場合、イソシアネート系硬化剤やカ
ルボジイミド系硬化剤を用いることが好ましい。更に好ましくは、イソシアネート系硬化
剤としてはヘキサメチレンジイソシアネート、カルボジイミド系硬化剤としてはポリカル
ボジイミドが挙げられる。
【００７３】
（複合材）
　本発明の複合材は、基材の表面にコーティング層が形成されたものである。
【００７４】
　（製造方法）
　　本発明の複合材の製造方法は、本発明のコート剤を基材の表面に塗布する塗布工程と
、溶媒と揮発性造膜成分を揮発させる加熱工程と、活性エネルギー線又は熱を加えること
により、親水成分、造膜成分、残存した揮発性造膜成分を共重合させる硬化工程からなる
。コート剤には、重合開始剤を混合させることが好ましく、任意の希釈剤を混合させても
良い。ここで各工程間には、基材をベルトコンベアー等で移動させる移動工程や各工程に
移るために生じる待機工程があっても良い。
【００７５】
　（塗布工程）
　　本発明の塗布工程において、コート剤を基材に塗布する方法は、例えば、ハケ塗り、
スプレーコート、ディップコート、スピンコート、カーテンコートなど公知のものを用い
ることができる。コーティング層の厚さは、十分な親水性と耐摩耗を有し、かつクラック
を発生させず、基材との良好な密着性を発現させるため、０．１μｍ～３００μｍの範囲
、好ましくは１～１００μｍの範囲、さらに好ましくは３～２０μｍの範囲であることが
好ましい。従って、コート剤は前記範囲の膜厚となるように塗布量を調節して塗布される
。
【００７６】
　（加熱工程）
　　加熱工程は、赤外線または熱風等により加熱する公知の方法を用いることができる。
加熱温度は、通常、室温～２００℃の範囲、好ましくは３５℃～１５０℃、加熱時間が短
すぎると溶媒の揮発が十分でなく親水性が十分に発現しない。また、加熱時間が長すぎる
と軟質基材が熱可塑性樹脂であるため、基材の変形が発生する。さらに量産性も低下する
ため好ましい加熱時間としては２０分以内、より好ましくは１０分以内が良い。
【００７７】
　（硬化工程）
　　基材に塗布されたコート剤を硬化させる手段としては、熱硬化、活性エネルギー線硬
化、またはその組み合わせ等エチレン性不飽和基を含んだ親水成分を重合させる公知の方
法を使用することができる。熱硬化により重合硬化を行う場合は、重合開始剤が用いられ
る。加熱は加熱工程と同様に赤外線または熱風等により加熱する公知の方法を用いること
ができる。なお、熱硬化の場合は、加熱工程と硬化工程とを一つの工程で同時に行うこと
がきる。
【００７８】
　　また、活性エネルギー線硬化の場合、放射線としては、４００～８００ｎｍの可視光
、４００ｎｍ以下の紫外線及び電子線が挙げられるが、簡便、短時間に重合をおこなうこ
とができる紫外線硬化が好ましい。紫外線により硬化を行う場合は、公知の光重合開始剤
が用いられる。光重合開始剤は、親水性塗料組成物中に含有される重合性化合物の質量の
０．０１～２０質量％、好ましくは１～１０質量％の範囲で添加される。紫外線発生源と
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しては、低圧水銀ランプ、高圧水銀ランプ、超高圧水銀ランプ、キセノンランプ、ガリウ
ムランプ、メタルハライドランプ、紫外線レーザー、太陽光等の紫外線が挙げられる。照
射雰囲気は大気中で良いし、窒素、アルゴン等の不活性ガスでもよい。
【実施例】
【００７９】
　　以下に実施例を用いて本発明を詳細に説明するが、本発明は実施例のみに限定される
ものではない。
【００８０】
実施例および比較例で用いた親水成分、造膜成分および揮発性造膜成分の各構造を化学式
５から化学式１５に示す。
【００８１】
【化５】

３－スルホニルプロピルメタリレートカリウム塩（略称、ＳＰＭＡ－Ｋ）
（実施例１～１１、比較例１～１０における親水成分）
【００８２】

【化６】

ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート（略称、Ａ－ＤＰＨ）
（実施例１，６～１１、比較例６～１０における造膜成分）
【００８３】
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【化７】

ポリグリセリンモノエチレンオキサイドポリアクリレート（略称、Ａ－ＰＧ５００９Ｅ）
理論平均分子量≒1400（k≒4, m≒2　k及びmは平均値を示す。）
　　（実施例２における造膜成分）
【００８４】

【化８】

エトキシ化ビスフェノールＡジアクリレート（略称、ＡＢＥ－３００）
　　（実施例３における造膜成分）
【００８５】
【化９】

ポリグリセリンポリエチレングリコールポリアクリレート（略称、Ａ－ＰＧ５０２７Ｅ）
理論分子量≒2200（k≒5, t≒3　k及びtは平均値を示す）
　　（実施例４における造膜成分）
【００８６】



(14) JP 2014-218612 A 2014.11.20

10

20

30

40

【化１０】

ポリグリセリンポリエチレングリコールポリアクリレート（略称、Ａ－ＰＧ５０５４Ｅ）
理論分子量≒3500（k≒5, t≒6　k及びtは平均値を示す）
　　（実施例５における造膜成分）
【００８７】

【化１１】

ポリエチレングリコール♯４００ジメタクレート（略称、９Ｇ）
　　（比較例１における造膜成分）
【００８８】
【化１２】

トリメチロールプロパントリアクリレート（略称、Ａ－ＴＭＰＴ）
　　（比較例２における造膜成分）
【００８９】
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【化１３】

エトキシ化グリセリントリアクリレート（略称、Ａ－ＧＬＹ－９Ｅ）
ｌ＋ｍ＋ｎ＝９
　　（比較例３における造膜成分）
【００９０】

【化１４】

ペンタエリスリトールトリアクリレート（略称、Ａ－ＴＭＭ－３ＬＭ－Ｎ）
　　（比較例４における造膜成分）
【００９１】
【化１５】

メタクリル酸２－ヒドロキシエチル（略称、ＨＥＭＡ）
（比較例５における造膜成分、及び実施例１～１１、比較例１～９における揮発性造膜成
分）
【００９２】
　（実施例１）
　　化学式１で表わされる親水成分として、３－スルホニルプロピルメタリレートカリウ
ム塩（以後ＳＰＭＡ－Ｋと略す。）０．３２重量部を２．６重量部の水に溶解させた後、
造膜成分としてジペンタエリスリトールヘキサアクリレート（新中村化学社製ＮＫエステ
ルＡ－ＤＰＨ）２８重量部と、溶媒としてメトキシエタノール５９重量部と、揮発性造膜
成分としてヒドロキシメチルメタアクリレート（ＨＥＭＡ）を９．５重量部、反応開始剤
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としてイルガキュアー５００（ＢＡＳＦ社製）０．５５重量部を加えた溶液をスターラー
で６０分撹拌することによって実施例１のコ－ト剤を調製した。
【００９３】
コート剤を塗布する基材としては、厚さ約２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍポリプロ
ピレン樹脂からなる軟質基材表面にカルボジイミド系硬化剤を用いて熱硬化したアクリル
系樹脂を主鎖とする厚さ約１０μｍのプライマー層が形成された基材を用いた。
【００９４】
　　基材の表面にコート剤をエアスプレーで１５ｇ／ｍ２を塗布した。コート剤を塗布し
た基材は、恒温恒湿槽（ＡｍｅＦｒｅｃ社製ＮＯ　ＤＯＯＲ　α）を用い２５℃で相対湿
度がＲＨ４０％の環境化で２分間静置した後、熱風乾燥炉（ＹＡＭＡＴＯ科学社製ＤＫＮ
４０２）により温度７０℃、乾燥時間１０分の条件で溶媒と揮発性造膜成分を揮発させた
。
【００９５】
　　熱風乾燥炉から取り出した後、積算光量１０００ｍＪ／ｃｍ２の紫外線を照射（パナ
ソニック電工製ＡＮＵＰ４１５４）して、厚さが約５μｍのコーティング層を形成し、複
合材を作製した。
【００９６】
　（実施例２）
　　実施例２は、表１に示すように造膜成分としてＡ－ＰＧ５００９Ｅを用いた以外は、
実施例１と同様に複合材を作製した。
　（実施例３）
　　実施例３は、表１に示すように造膜成分としてＡＢＥ－３００を用いた以外は、実施
例１と同様に複合材を作製した。
　（実施例４）
　　実施例４は、表１に示すように造膜成分としてＡ－ＰＧ５０２７Ｅを用いた以外は、
実施例１と同様に複合材を作製した。
（実施例５）
　　実施例５は、表１に示すように造膜成分としてＡ－ＰＧ５０５４Ｅを用いた以外は、
実施例１と同様に複合材を作製した。
　（実施例６）
実施例６は、表１に示すように溶媒としてエタノールを用いた以外は、実施例１と同様に
複合材を作製した。
　（実施例７）
実施例７は、表１に示すように溶媒としてメタノールを用いた以外は、実施例１と同様に
複合材を作製した。
（実施例８）
実施例８は、表１に示すように溶媒として酢酸エチルを用いた以外は、実施例１と同様に
複合材を作製した。
（実施例９）
実施例９は、表１に示すように溶媒としてアセトンを用いた以外は、実施例１と同様に複
合材を作製した。
（実施例１０）
実施例１０は、表１に示すように溶媒として２－ブタノンを用いた以外は、実施例１と同
様に複合材を作製した。
（実施例１１）
実施例１１は、表１に示すように溶媒としてテトラヒドロフランを用いた以外は、実施例
１と同様に複合材を作製した。
【００９７】
　（比較例１）
比較例１は、表１に示すように造膜成分として９Ｇを用いた以外は、実施例１と同様に複
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合材を作製した。
　（比較例２）
比較例２は、表１に示すように造膜成分としてＡ－ＴＭＰＴを用いた以外は、実施例１と
同様に複合材を作製した。
　（比較例３）
比較例３は、表１に示すように造膜成分としてＡ－ＧＬＹ－９Ｅを用いた以外は、実施例
１と同様に複合材を作製した。
　（比較例４）
比較例４は、表１に示すように造膜成分としてＡ－ＴＭＭ－３ＬＭＮを用いた以外は、実
施例１と同様に複合材を作製した。
　（比較例５）
比較例５は、表１に示すように造膜成分としてＨＥＭＡを用いた以外は、実施例１と同様
に複合材を作製した。
　（比較例６）
比較例６は、表１に示すように溶媒としてシクロヘキサノンを用いた以外は、実施例１と
同様に複合材を作製した。
　（比較例７）
比較例７は、表１に示すように溶媒としてプロピレングリコール１－モノメチルエーテル
２－アセタートを用いた以外は、実施例１と同様に複合材を作製した。
　（比較例８）
比較例８は、表１に示すように溶媒としてｎ－ブタノールを用いた以外は、実施例１と同
様に複合材を作製した。
　（比較例９）
比較例９は、表１に示すように溶媒としてブトキシエタノールを用いた以外は、実施例１
と同様に複合材を作製した。
【００９８】
　（比較例１０）
　比較例１０は、表１に示すように揮発性造膜成分を用いない以外は、実施例１と同様に
複合材を作製した。
【００９９】
　　表１に実施例１～１１、比較例１～１０で用いたコート剤の組成を示す。
【０１００】
（参考例１）
　参考例１は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を用
いた以外は、実施例１と同様に複合材を作製した。
（参考例２）
　参考例２は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を用
いた以外は、実施例２と同様に複合材を作製した。
（参考例３）
　参考例３は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を用
いた以外は、実施例３と同様に複合材を作製した。
（参考例４）
　参考例４は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を用
いた以外は、実施例４と同様に複合材を作製した。
（参考例５）
　参考例５は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を用
いた以外は、実施例５と同様に複合材を作製した。
（参考例６）
　参考例６は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を用
いた以外は、実施例６と同様に複合材を作製した。
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（参考例７）
　参考例７は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を用
いた以外は、実施例７と同様に複合材を作製した。
（参考例８）
　参考例８は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を用
いた以外は、実施例８と同様に複合材を作製した。
（参考例９）
　参考例９は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を用
いた以外は、実施例９と同様に複合材を作製した。
（参考例１０）
　参考例１０は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、実施例１０と同様に複合材を作製した。
（参考例１１）
　参考例１１は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、実施例１１と同様に複合材を作製した。
（参考例１２）
　参考例１２は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、比較例１と同様に複合材を作製した。
（参考例１３）
　参考例１３は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、比較例２と同様に複合材を作製した。
（参考例１４）
　参考例１４は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、比較例３と同様に複合材を作製した。
（参考例１５）
　参考例１５は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、比較例４と同様に複合材を作製した。
（参考例１６）
　参考例１６は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、比較例５と同様に複合材を作製した。
（参考例１７）
　参考例１７は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、比較例６と同様に複合材を作製した。
（参考例１８）
　参考例１８は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、比較例７と同様に複合材を作製した。
（参考例１９）
　参考例１９は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、比較例８と同様に複合材を作製した。
（参考例２０）
　参考例２０は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、比較例９と同様に複合材を作製した。
（参考例２１）
　参考例２１は、基材として、厚さ２ｍｍで大きさが１０ｃｍ×１０ｃｍのアクリル板を
用いた以外は、比較例１０と同様に複合材を作製した。
【０１０１】
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【表１】

【０１０２】
　　以下に、造膜成分、溶媒のパラメータとして用いたＳＰ値、及び粘度、相対蒸発速度
についての求め方について説明する。
【０１０３】
　（ＳＰ値）
　　溶媒のＳＰ値は、文献（塗膜の流動と塗膜形成ｐｐ１０７－ｐｐ１０９，中道敏彦，
技報堂出版株式会社）に記載の値（δ[cal/cm3]1/2）を単位換算によって求めた値を記載
した。単位換算は下記式を用いた。
　　１（ｃａｌ／ｃｍ３）１／２= ２．０５（ＭＰａ／ｃｍ３）１／２

【０１０４】
造膜成分のＳＰ値（δ［ＭＰａ／ｃｍ３]１／２）はＦｅｄｏｒの推算式によって求めた
値を記載した。Ｆｅｄｏｒの推算式を下記式に示す。
　δ＝（ΣＥｃｏｈ／ΣＶ）１／２

ΣＥｃｏｈは造膜成分の凝集エネルギー、ΣＶは造膜成分のモル分子容を示す。Ｅｃｏｈ

，Ｖの値は、文献（ＳＰ値基礎・応用と計算方法ｐｐ６７，山本秀樹，情報機構株式会社
）に記載の値（Ｅｃｏｈ[J/mol]，Ｖ[cm3/mol]）を用いた。
【０１０５】
　（粘度）
　　造膜成分の粘度は、文献値（カタログ「モノマーとオリゴマー　ＮＫエステル＆ＮＫ
オリゴ」，新中村化学工業）を用いた。
【０１０６】
　（相対蒸発速度）
　　溶媒の相対蒸発速度は酢酸ｎ－ブチルの蒸発速度を１としたときの各溶媒の相対的な
蒸発速度を示しており、文献値（塗膜の流動と塗膜形成ｐｐ１０７－ｐｐ１０９，中道敏
彦，技報堂出版株式会社）を用いた。
【０１０７】
各評価試験を以下の方法で行った。
【０１０８】
（水接触角の測定）
　　水に対する静的接触角は、ＦＡＣＥ接触角計ＣＡ－Ｘ１５０（協和界面科学製）を用
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膜後に蒸留水で水洗いし乾燥させた後に３点測定し平均値を記載した。
【０１０９】
（防汚性（セルフクリーニング）試験）
　　オレイン酸にカーボンブラック（三菱化学社製ＭＡ１００）を１重量％となるように
加えた疎水性の疑似汚物を作成し、この疑似汚物約２ｍｌを複合材の表面に滴下後、水道
水で洗い流した後に目視で汚染状態を以下の要領で判定した。
　　○：試験体表面に汚染物質の付着がほとんどなくなっていた場合
　　△：僅かに付着して残っていた場合
　　×：明らかに付着して残っていた場合
【０１１０】
表２と図１に実施例１～５、比較例１～５の組成で用いた造膜成分のＳＰ値と粘度を示す
。
【０１１１】

【表２】

【０１１２】
（造膜成分の親水性への影響）
　表３に実施例１～５、比較例１～５の評価結果を示す。表４に参考例１～５、１２～１
６の結果を示す。
【０１１３】

【表３】

【０１１４】
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【表４】

【０１１５】
　　表３および４、図１をみると、アクリル板を用いた場合、実施例及び比較例のいずれ
のコート剤において、親水化し、防汚性試験においても良好な結果を示した。表面にプラ
イマー層が形成された軟質基材を用いた場合、実施例のコート剤において、水接触角が４
５°以下となり、防汚性試験においても良好な結果を示した。
【０１１６】
表５と図２に実施例１、６～１１、比較例６～９の組成で用いた溶媒のＳＰ値と蒸発速度
を示す。
【０１１７】

【表５】

【０１１８】
（溶媒における試験）
　表６に実施例１、６～１１、比較例６～９の評価結果を示す。表７に参考例１、６～１
０、１７～２０の評価結果を示す。
【０１１９】
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【表６】

【０１２０】

【表７】

【０１２１】
　　表６および７、図２をみると、アクリル板を用いた場合、実施例及び比較例のいずれ
のコート剤において、親水化し、防汚性試験においても良好な結果を示した。表面にプラ
イマー層が形成された軟質基材を用いた場合、実施例のコート剤において、水接触角が４
５°以下となり、防汚性試験においても良好な結果を示した。
【０１２２】
（揮発性造膜成分の親水性への影響）
　　表８に実施例１、比較例１０の評価結果を示す。表９に参考例１、２１の評価結果を
示す。
【０１２３】

【表８】

【０１２４】

【表９】

【０１２５】
　表８および９をみると、アクリル板を用いた場合、コート剤に揮発性造膜成分含まなく
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とも、親水化し、防汚性試験による良好な結果を示した。しかし、コート剤に揮発性造膜
成分を含まない場合、表面にプライマー層が形成された軟質基材を用いた場合は、親水性
、防汚性ともに低下する傾向があった。

【図１】

【図２】
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